マタイ福音書における裁きの予言についての一考察 by 本多 峰子
マタイ福音書における裁きの預言についての一考察（本多峰子） 


































本 多 峰 子 
国際政経 第25号 2019年9月：65－74



















































































































































たように 13）、マタイ福音書でしばしばイエスが兄弟と呼ぶ（12:50; 28:10）彼の弟子たちと見る見方 14）
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